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受性タイプ， 58%) と受けないもの CAPV非感受性タイプ， 42%) が観察された。前者のタイプでは
NMDA型受容体を介する単シナプス性EPSPが見られ，それらは比較的速い伝達速度を持つ入力線
維によって生じることが判明した。後者のタイプにおいては， NMDA受容体は多シナプス性EPSP
















作製し，白質の電気刺激によって n/m層ニューロンから誘発された興奮性後シナプス電位 CEPS P) 
がNMDA型受容体の特異的措抗薬である 2 -amino -5 -phosphonovaleric acid CA P V) の濯流
液投与によって抑制されるかどうかを観察した。 EPSP は，単シナプス性に誘発されたものと多シナ
プス性EPSP に分けられたが，前者にはAPVに対して弱い感受性を示すものとほとんど示さないも
のが存在したのに対して，後者は顕著な感受性を示した。以上の結果は， NMDA型受容体が視覚皮質
n/m層における興奮性シナプス伝達に関与していること及びその関与の程度は皮質神経団路内の部位
によって異なることを明らかにしたものであり学位に価する業績と思われるO
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